
安曇野市豊科郷土博物館

安曇野の自然や歴史、民俗を紹介し
ています。オフネ祭り、道祖神祭り、お
うちでおこなわれる祭りなど、長い歴
史の中で安曇野の人々がつくりあげ
てきた、さまざまな文化を知ることがで
きます。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市豊科4289-8
0263-72-5672
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般100円

安曇野市美術館としてリニューアル
オープンします。安曇野ゆかりの作家
や、国内外で活躍した作家の作品を常
設展示しています。特別展やワーク
ショップも行います。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料
※特別展によって料金が異なります

安曇野市豊科5609-3
0263-73-5638
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般520円／高校・大学生310円

安曇野髙橋節郎記念美術館田淵行男記念館

安曇野に住み、山の写真を撮影したり、昆虫の
研究をした安曇野市の名誉市民、田淵行男の
写真作品や、蝶の細密画を展示しています。そ
のほかの写真家などによる展覧会も行ってい
ます。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市豊科南穂高5078-2
0263-72-9964
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般310円

穂高出身で、漆を使って新しい芸術を作り
出した、名誉市民、髙橋節郎を紹介してい
ます。髙橋は、安曇野の自然や子どもの頃
の思い出をテーマに作品を作りました。江
戸時代に建てられた髙橋の生家や、季節
ごとに彩りの美しい庭園も見どころです。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市穂高北穂高408-1
0263-81-3030
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・年末年始
一般410円／高校・大学生310円

安曇野市穂高郷土資料館

穂高地域の昔のくらしがわかる資料館で
す。普段のくらしや米作りなどで、人々が
使っていた道具のほか、ずっと昔に作られた
縄文土器も見られます。となりには NHK の
連続テレビ小説「エール」ゆかりの鐘の鳴る
丘集会所もあります。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市穂高有明7327-72
0263-83-8844
8：30～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・冬期（12月28日～2月末日）
一般100円

安曇野市文書館安曇野市穂高陶芸会館

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市穂高8414-17
0263-82-6750
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・冬期（12月28日～2月末日）
一般200円（体験料は別途）

市役所で作られた公文書や、地域の
古いおうちにあった古文書を保管して
います。地域の歴史を調べたい人は自
由に資料を見ることができます。文書
の他にも、古い地図や写真もありま
す。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市堀金烏川2753-１
0263-71-5123
9：00～17：00
土曜日・祝日、年末年始（12月29日～1月3日）
無料

飯沼飛行士記念館

1937年4月、「神風号」で東京-ロン
ドン間を世界一の速さで飛行し、日本
で初めての世界新記録を打ち立てた
飯沼正明飛行士を紹介しています。日
本や世界の人々が熱狂した当時の新
聞や写真パネル等も展示しています。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市豊科南穂高3888
0263-72-9045
9：00～17：00
月曜日（祝日の場合はその翌日）・祝日の翌日・冬期（12月15日～2月末日）
一般410円

来館記
念

スタン
プ

らい か
ん き ねん

市内の各地区で行われてるオフネ祭りに
ついて紹介しています

外観

田淵行男（1905-1989）

県宝広耳把手付土器

（他谷遺跡出土）

文書館で保管している古文書飴釉天目茶碗　茶道に長じていたとされ
る、奥田信齋作の抹茶茶碗。神風号　1937年（S12） 3月19日完成

貞享義民記念館

約 340年前の江戸時代。松本平では
作物が実らず食べ物もたりないなか、
増える年貢に苦しむ百姓を救うため、
加助たちが命をかけて立ちあがる！
この大きな百姓一揆を、迫力の立体仕
掛け映像と資料で知ってみましょう。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市三郷明盛3209
0263-77-7550
9：00～17：00（入館は16：30まで）
月曜日（祝日の場合はその翌日）・年末年始
一般310円

たたりを恐れて作られた！？
加助様座像

中信地方で江戸時代から使用されて
きた、甕や徳利などの陶器を展示して
います。カップやお皿などを自由に制
作できる、体験室も予約制で利用でき
ます。初夏には約 130 本のアジサイが
見頃になります。

臼井吉見文学館

安曇野の名を世に広めた小説
『安曇野』の作者である臼井吉
見の生原稿や写真等の資料を
展示しています。また、執筆にあ
たった書斎も再現しており、臼井
の足跡が肌で感じられます。

住 所
電 話
開館時間
休 館 日
入 館 料

安曇野市堀金烏川2701
0263-71-5123（安曇野市文書館）
9：00～17：00
土曜日・祝日・年末年始
無料

小説『安曇野』を執筆
している頃の臼井で
す。『安曇野』の最終巻
である第５部が昭和
49（1974）年に発刊さ
れて、今年3月2日に
復刊されました。

レンガ色の屋根が目印の美術館です。隣に
は無料で入れるバラ園もあります。

安曇野市美術館 8月29日まで
休館
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安曇野市教育委員会 

● 全館中学生以下無料
● 本パスポートの提示により、付き添いの保護者 1名様に限り
入館料が無料になります。

2026.3.31
まで

有効期限

安曇野市



美術館・博物館へ

来館される

みなさんへ

春季企画展  食卓の風景　食と家族の80年
安曇野市豊科郷土博物館

注目の展覧会

4 5 6 7 8  9 10 11 12 1 2 3

臼井吉見文学館

安曇野市文書館

貞享義民記念館

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

飯沼飛行士記念館

●７.11-14:00～15:30
　臼井吉見れんげ忌講演会（講師：石井耕氏）

●3.22-13:30～15:00
　臼井吉見文学館「春の講演会」

●9.21-13:30～15:00　講演会（講師：柴田紳一氏）●11.16-13:30～15:00　講座「安曇野で戦争を考える」 ●2.15-13:30～15:00
講座「バックヤードツアー ～文書館って何するところ～」

身近な擬態昆虫写真展 ●6.14-8:30~17:00 貞享騒動旧跡めぐり
●8.9-①10:00~②13:30～ 夏休みワークショップ  けしごむハンコつくり

●9.20-28 デザインプロジェクト「人権ポスター展」
中林梧竹展

●8.10-①10:00~②13:30～夏休みワークショップ  まわる行灯つくり　
●5.24-13:30~15:00
那須野・中田のおもしろ虫談義

●5.28-午前
松本城下町ウォーク

●4.27-①10:00～②14:00～
昆虫模型ワークショップ

●5.3-5　友の会展①
　山野草・サクラソウ

21 5月未定

春季企画展（仮）

安曇野の観光事始め

7 229 5 8 1030 118

30

30

5 16 24 2 12

前期企画展「安曇野市誕生秘話」18 31 市制施行20周年記念事業　後期企画展「手記　80年の時を超えて」14 28

田淵行男写真展「北アルプス縦走」
3129

22

26 1

21

2 24

2421

田淵行男写真展「山のデザイン」

新田樹写真展「サハリン」
9

田淵行男写真展「春を待つ」
9 令和8年4月中旬

令和8年春

生誕120年記念「田淵行男細密画展」 ●7.23-10.19　山口進追悼展

8/29まで

展覧会・イベント
スケジュール

展覧会・イベント
スケジュール

安曇野市
豊科郷土博物館

安曇野市美術館

田淵行男記念館

安曇野髙橋節郎
記念美術館

安曇野市
穂高陶芸会館

安曇野市
穂高郷土資料館

友の会展②
ボタニカルアート・写真

※都合により日程を変更する場合があります。

友の会展③

絵手紙・戦時生活

友の会展④

書芸

春季企画展  食卓の風景

7月1
髙橋節郎とは

11月髙橋節郎のモティーフ

市制施行20周年記念事業　夏季企画展
日中戦争・太平洋戦争下の安曇野の人々

（改修工事の為）長期休館

髙橋節郎の安曇野
11月

13
髙橋節郎の技法 2月2月

14

17 1

●8.3-13:30～15:00
　講座「わたしたちの安曇野」

●10.26-10:00～11:30　講座「７銭に載せた思い」

●5.18-13:30～15:00
講座「公文書からたどる
　　　安曇野市の合併」

●7.13-13:30～15:00
　講演会「自立のための
　合併を選んだ安曇野市

冬季休館
2月末日28

●8.9- 9:30～の部、13:30～の部  夏の親子陶芸教室 ●11.8-9:30～の部、13:30～の部  秋の親子陶芸教室

●3.21

春の親子陶芸教室
9:30～の部、13:30～の部

冬季休館
2月末日15

冬季休館
2月末日28

2月22日土～5月18日日

食卓から家族を見た時、どんな風景が見えるで
しょう。だれが献立を決め、だれがご飯を作って
いますか？家族はど
のように座って食事
を食べていますか？
80年前と今とで、食
と家族はどう変わっ
たか見てみましょう。

1955年ごろからダイニングテーブ
ルが登場する。食卓のメニューは、
カレーライス。

沈金講座作品公募展
　「おかえり！みんなの黒と金」　

安曇野髙橋節郎記念美術館

9月13日土～12月14日日

下絵サンプルから選ぶか自分の  
書いた絵を削ることもできます

あづみ野ガラス工房40周年記念展
安曇野市美術館

8月30日土～10月5日日

10年前に行われたあづみ野
ガラス工房30周年記念展の様子。

毎月第3日曜日は、団体料金で作陶体験できます。 

走らない
食べたり飲んだりしない
さわらない
おしゃべりは小さな声で

あづみ野ガラス工房40周年記念展
第77回長野県
美術展

冬の企画展

7月

4つのマナーを
守りましょう

入館料について

特別展により入館料が
変更になることがありますので

ご注意ください。

とくべつてん にゅうかん

ちゅうい

へんこう

りょうはし

た の

ちい こえ

あづみ野ガラス工房所
属の歴代作家と、その作
品を紹介する展覧会で
す。多摩美術大学ガラス
研究室の教授と学生の
作品も展示します。

髙橋節郎の技法を体
験できる人気講座「か
んたん沈金体験」など
で、これまでみなさんが
作った力作を集め、審
査の上、展示します。
作品受付は5/31まで。

身近な擬態昆虫写真展
　―だます かくれる おどろかす―

貞享義民記念館

4月26日土～6月1日日

枯葉にそっくりのムラサキシャチ
ホコ

【擬態】他の虫や風景
などに化けたりかくれ
たりすること
さまざまな姿に“変化”
した昆虫の写真を紹介
します。君は見やぶるこ
とができるかな？

山口進追悼展
田淵行男記念館

7月23日水～10月19日日

『五麗蝶譜 』シジミチョウと
   アリの共棲（講談社）

ジャポニカ学習帳の表紙
写真でおなじみだった山口
進さんの追悼写真展です。
田淵に強く影響された写
真集『五麗蝶譜』などから
写真を展示します。

後期企画展「手記　80年の時を超えて」
安曇野市文書館

9月14日日～12月28日日

「草笛一号」（温明小学校同級会誌）昭和

16年（1941）８月」（矢口雅希氏資料）皇

紀2601年を迎えてと記しながら、出征兵

士に対する思いが綴られています。

戦争が日常であった頃の先人たちの思いを、手記
（従軍記、日記、郵便、作文）を通して明らかにして
いきます。

安曇野市教育委員会　教育部 
文化課　文化振興担当 
安曇野市豊科6000番地
tel.0263-71-2463

名前
な まえ

学校名
がっこうめい

問合せ先無料開館

新規収蔵の望月桂、高嶋文彦、白沢菊夫など、地域の作家等を常設展示　

29

市制施行20周年記念事業

市制施行20周年記念事業

市制施行20周年記念事業

　　　　　　　　　　 市制施行20周年記念事業　第7回田淵行男賞「受賞作品展」

25 8
休館
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き かくてん しゅ ときき こ

ちゅうじか たいこん

ちゅうこん

てんみ ぎ

けいも むし ぎなか だんな す の た

ぶんしょこう

ぺいがっ

こう ざ

もとまつ まちかじょう

そうどう せきじょうきょう きゅう

あんどん

き　こうえんかい こう いし こうし

せん の

い し

なに

せんそう かんが

ぜん き たんじょうひ わ

あき
はる

とう かんききゅう

ちょうしゅう かんかい ためこう きじ きゅう

ぎ ほう

おやなつ こ とうげいきょうしつ

まい にちよう だんたい きん さく たいけんとうびつきだい りょう

9月30日（火）～
10月5日（日）

む りょう かい かん

こうの

だい

びじゅつ

かいなが の きけん ふゆ かく

にっ たつるた

ねん ねんきぼう しゅう

そう やまきたしゃしん

たん ねん ねん さいみつ てんき がせい

じゅう

まも

にゅう かんりょう

しょくねんまえ いま

ときみ

こん はん つくだて き

すわ じ

た

か

しょく

しょ

じゅ

ぞく れき さく

せい

だいさっ か

ぎ

ちんやま ぐち つい とう てんすすむ きん こう

くろ きん

こうさく ひん てん み じか ぎ

こう かく しゅてん ねん ときき き き こ

こん しゃ しんちゅう てんざ ぼ

ほう
がく

しゃしん

ししゅう

えいつよ きょう

ちょう ひょう

ちょうしゅう れい

じてん

ご ふ

ぎ

み

ば

たい
たい ほか むし

へん げ

ちゅう

すがた

にちせんそう

ぐん き きにっ ゆうびん さくぶん とお あき

せんころ じん おもじょう

じゅう

しゃ

きみ

しん

ふうけい

けん にん

つく りきさく

き こう ざ

しん

さ じうえ てん

うけつけ

ねん した えら ぶんえ かれ はじ

か え けずよう す

まえ

だいじゅつ がく

がく

てん じ

けん しつきゅう きょう

しょうかい かいらんてんひん

た ま び

ちお いきさわしら きくしまたか ふみづきもちしん ぞうき かつらしゅう ひこ とう せつてん じじょう

じょうとう

きょうせい

こう てんさくひんこうちんきん ざ ぼ

ぶんがくかん はる こうえんかい

じり つ

てんちくごなかばやし


